
みんなでつくる まち・ひと・
きぼう 次の時代へ続く留萌

令和４年度 留萌市 市政懇談会



■本日の出席者

な か に し し ゅ ん じ

市長 中 西 俊 司
わ た な べ と し ゆ き

副市長 渡 辺 稔 之
た か は し か ず ひ ろ

教育長 高 橋 一 浩
か い の さとし

地域振興部長 海 野 聡
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■本日のスケジュール

≪ 18：30 ～ 20：00 ≫

１ 開会

２ 市長挨拶

３ 説明

４ 意見交換

５ その他

６ 閉会
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２市長挨拶
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３説 明
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市政執行方針
～ 5つの実行～



１期目の主な施策

※１期目 平成３０年３月１０日～令和４年３月９日
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１期目（2018～2021）の主な施策

経済界 市議会市役所

2018

2019

2020

2021道の駅るもい開業、みなとオアシス登録

中学生までの医療費無償化、病児保育の開設

待機児童対策と小規模保育事業所「すまい留」開設支援⇒Ｒ４待機児童解消

冬のスポーツ環境整備に向けた圧雪車の導入

市立病院への緊急的な政策支援

ＪＲ留萌本線沿線自治体会議の設置

官民連携による公共施設整備検討会議の立ち上げ

地元高校へのICT支援

民間事業者との連携推進、市役所へ民間人材の受入

寺子屋るもいっこ事業開始

道の駅るもい「屋内交流・遊戯施設」の整備

新規漁業就業者支援制度創設

自衛隊駐屯地要望活動の開始

高齢者等世帯へのごみ搬出支援

温水プールぷるもの再開、期間延長（3か月）
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屋内交流・遊戯施設「ちゃいるも」
・親子や家族で時間を過ごせるくつろぎの『空間』と、地域特産品など
の『魅力』を発信する道の駅の新たな『交流拠点』
・ゴールデンウイーク期間中の利用者は、12,094人

４月２９日オープン
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これからの
市政の基本方針

（５つの実行）
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市民の生活力向上

活気ある元気なまちづくり２
市民・企業・行政が一体となり、留萌の自然環境を最大限に活かした活力ある地域づくりの基盤
整備と特産品開発の強化、留萌ブランドの向上を目指します。

市民誰もが生き生きと働ける元気なまちを目指し、地域産業の活性化の強化と、地元企業への
積極的な支援により雇用の創出に取り組みます。

教育・子育て環境の充実と子どもたちの夢の実現３
地域で子育てを支え合う機能の充実や、医療費無償化を高校生まで拡充し子育て世帯の負担
の軽減と地元高校も含めた地域の特色ある教育環境やスポーツ、文化活動の充実を目指します。

市民の暮らしが安心できるまち４
市民の命と財産を第一として、市民生活に関わる支援を柔軟かつ迅速に行い、地域医療の強化
と、市民が利用しやすい利便性の高い公共サービスの導入に向けた環境整備を加速化します。

確かな財政運営と信頼５
いかなる情勢であっても、市民生活に影響を及ぼさないよう、財政見通しの状況について、広報誌
などを通じて市民に公表していくとともに、攻めと守りの堅実な財政運営を進めていきます。

市政執行方針 ～ 5つの実行 ～

１
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市民の生活力向上１

若者に魅力ある雇用の場を創出

起業や新たな分野の事業転換を目指す地元
企業支援

１次産業従事者の経営安定化

脱炭素社会の実現と洋上風力誘致等の新た
な産業づくり
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・国では、2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、「洋
上風力発電」を再生可能エネルギーの主力電源化に向けた
切り札とし、国内における案件形成を目指しています。

〇ゼロカーボンへの取り組みと洋上風力発電誘致

留萌市としても、当地域のポテンシャルの大きな「風力」
を、特色あるエネルギーとして活用することで、国全体
の気候変動対策に貢献ができ、さらに、地元産業への
好影響が期待できることから、海域利用に向けた地元
の合意形成を図りながら、洋上風力発電誘致を目指し
ていきたいと考えています。

重要港湾「留萌港」が、日本海沿岸における洋上
風力発電事業における資機材の積み上げや組
み立てなどの「拠点港」として、重要な役割を果
たせるよう、国とも協議を進めています。

市民の生活力向上１
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道の駅るもいの実現による交流人口増加と経
済規模拡大

地元企業と連携した特産品開発、販売促進

国内外への富裕層に向けた留萌ブランド強化

音楽合宿の受け入れによる滞在型まちおこし
の推進

活気ある元気なまちづくり２
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総面積7.8ｈａの地区公園

市街地エリア

屋内交流・遊戯施設

「ちゃいるも」

KOSHMIZU

HIGASHIKAWA

MINAMIFURANO

るもいアウトドア
周遊ルート

暑寒別岳

天売島

道の駅るもい

日本海に沈む夕陽

包括連携協定締結（R3.3.28）

R3.3.25 包括協定締結

〇アウトドア観光の推進と道の駅エリアへの拠点施設整備
モンベルアウトドアビレッジ

（高知県本山町）

アウトドア目線での観光グランドデザイ
ンによる地域活性化を目指します。

活気ある元気なまちづくり２
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〇ふるさと納税を通じた留萌のPR、特産品づくりの推進

・戦略的なふるさと納税の獲得と留萌ブランドの発信へ

・今年度、新たに「ふるさと納税課」を新設し、
留萌を応援する関係人口の拡大と、企業との
連携により返礼品の充実を図りながら、ふるさ
と納税額のアップと留萌の発信力の強化を図
ります。

市内への経済効果と、子育て支援や乳幼児医療の
無償化、高齢者の健康増進やゴミ出し支援などの
市民サービスの財源として活用しています。

ふるさと納税の拡充

・JALから職員派遣をいただ
き、ファーストクラスのシェフ監
修による食資源のPRやJAL
ふるさと納税サイトでの富裕
層向けの返礼品開発を進め
ています。

活気ある元気なまちづくり２
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保育事業者と連携した保育士確保と子育て支援

高校生等までの医療費の無償化による子育て世帯
の負担軽減

ハイブリッド型学習環境の導入と未来志向型教
育の推進

スポーツ・文化活動を通じた夢の後押し

寺子屋・るもいっこ事業の充実強化

教育・子育て環境の充実と子どもたちの夢の実現３
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教育・子育て環境の充実と子どもたちの夢の実現３

〇高校生等までの医療費の無償化による子育て世帯の負担軽減

■これまで
「中学生以下の入院、通院に係る医療費の無償化」

■令和４年１０月診療分から
「高校生等（満１８歳の年度末）までに拡充」

16



〇デジタル教材を活用した教育の質の向上のほか、地元高校で
安心した教育環境の支援

・生徒と保護者を対象とした進路講演会の実施や、
模試、検定料の補助などのほか、医療費無償化を高
校生まで拡充し、地元高校で安心した教育環境や、
子育て世帯の負担軽減を図ります。

・河合塾との包括連携協定の締結（2021.11月）

・1人1台端末を活用し、ひとり
ひとりに合せたICTを活用した学
習支援や、オンラインでの特別
講座の開催など、地元高校で
の進学率を高め、教育環境の
向上を支援します。
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〇卓球を通じたまちづくりと子ども達のチャレンジを後押し

・高齢者の健康増進や子ども達が積極的に卓球に触
れる環境を目指し、コミセンや児童館での卓球環境を
整備し、幅広い世代が卓球に触れることのできる環境
づくりを進めます。

・㈱VICTASとの包括連携協定の締結（2021.８月）

・高いレベルの技術指導と練習環境を整備し、全道、
全国に通用する選手の育成や、地元高校の部活
動を支援します。
また、留萌へ越境進学する子ども達の受入環境づく
りも進めます。
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新型コロナウイルス感染症に対応した医療体制整備

救急・周産期・小児医療の診療体制維持と地域医療の確保

高齢者への見守り活動、ごみ収集支援の実施

「ぷるも」「はーとふる」「るもい健康の駅」による市民の健康促進

市民の生命、安全を守るための防災、防犯体制の強化

ＪＲ留萌本線存続問題の早期解決と駅周辺地区の賑わいの再生

陸上自衛隊留萌駐屯地の活動体制の維持

地域社会のデジタル化に向けた取り組みの推進

市民の暮らしが安心できるまち４
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〇新型コロナウイルス対策と安心した医療体制の確保

・ワクチン接種の推進と救急搬送体制の充実強化 ・新型コロナウイルス感染症に対応した「重
点医療機関」として、留萌市立病院が感
染症病床の確保や、市内はもとより管内
医療圏全体での、感染症患者の受入、
検査体制を整備しています。また、コロナ
禍においても、地域にとって必要不可欠な
救急・小児・周産期医療の提供体制維
持に向け、医師確保による診療体制の維
持に努めています。

令和４年４月２９日現在令和４年３月末現在

市民の暮らしが安心できるまち４
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〇ＪＲ留萌本線問題の解決と交通手段の確保

・地元負担により維持することが困難なJR留萌本線に
ついては、新たなまちづくりの機会と捉え、廃線を受け
入れると共に、コロナ禍により経営が厳しいバス、タク
シーを活用した、新たな交通手段の確保や、道の駅周
辺エリアの再整備を実現させます。

➀早朝、夜間での留萌駅、深川駅間の直通乗合
タクシーの運行（予約制）

現在、検討中の代替交通（案）

②留萌旭川線の確保と、一部速達便の運行

市民の暮らしが安心できるまち４
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・デジタル化が急速に進行する中、今後、行政手続きや情報の
伝達などがスマートフォンなどのデジタル機器中心となるデジタル社
会へ加速することから、情報格差（デジタル・デバイド）の是正や、
マイナンバーカードの取得など、デジタル化の普及を図ります

〇地域社会のデジタル化対応

市民の暮らしが安心できるまち４
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確かな財政運営と信頼５

留萌市はいかなる情勢でも市民生活に影響を及ぼさない財政計画を策定し、身の丈にあった攻めと守
りの堅実な財政運営に努め、予算を有効活用し、市民生活に潤いや子育て支援、市外からの投資を
呼びこみます。

起債許可団体18.0％

早期健全化団体25.0％

実質公債費比率（3カ年平均）の推移

健全化計画期間 中期財政計画期間
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確かな財政運営と信頼５

留萌市はいかなる情勢でも市民生活に影響を及ぼさない財政計画を策定し、身の丈にあった攻めと守
りの堅実な財政運営に努め、予算を有効活用し、市民生活に潤いや子育て支援、市外からの投資を
呼びこみます。

令和４年度の予算総額（一般会計）
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収 入

⑤その他
29億6,008万円
（+8億1,143万円）

④市 債
8億4,820万円
（−1億1,280万円）

③国・道支出金
27億7,164万円
（−8,337万円）

①市 税
22億0,276万円
（＋2,656万円）

②地方交付税等
55億3,580万円
（－9,620万円）

総 額 143億1,848万円（前年度比＋5億4,562万円）

支 出

⑧その他
29億6,008万円
（＋8億1,143万円）

③民生費
33億1,773万円
（＋1億7,886万円）

⑤土木費
15億3,927万円（-6億2,062万円）

⑥教育費
8億3,619万円
（＋1億6,890万円）

⑦特別会計などへの繰出金
23億9,072万円
（＋2,512万円）

①人件費
17億0,990万円
（-1億6,221万円）

②公債費
12億4,922万円
（-2,395万円）

④衛生費 8億0,869万円
（＋4,005万円）



４ 意見交換
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５ その他
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第６次留萌市総合計画 基本テーマ

「みんなでつくる

まち・ひと・きぼう

次の時代へ続く留萌」

ＥＮＤ

皆さんとともに・・・

ご参加ありがとうございました
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